
渉外担当に融資情報端末を配布
創業６０年記念ローン・定期開始

広島みどり信用金庫

広
島
み
ど
り
信
用

金
庫
（
森
信
�
二
理

事
長
）
は
、
５
月
か

ら
渉
外
担
当
者
に
、

顧
客
開
拓
用
情
報
端

末
を
配
布
し
、
集
金

か
ら
融
資
セ
ー
ル
ス

へ
転
換
を
図
っ
て
い

る
。
昨
年
１０
月
に
、

融
資
審
査
担
当
を
二

人
増
員
し
た
ほ
か
、

取
引
先
企
業
や
個
人

事
業
主
の
決
算
デ
ー

タ
に
よ
る
格
付
も
本

格
化
。
創
立
六
〇
年

を
記
念
し
た
ロ
ー
ン

を
７
月
２
日
か
ら
期

間
限
定
で
始
め
、
五
〇
歳
以
下
の
若
手
経

営
者
の
会
向
け
の
特
別
融
資
も
開
始
し
た
。

金
利
二
％
の
記
念
定
期
も
９
月
か
ら
ス
タ

ー
ト
す
る
。

５
月
か
ら
渉
外
担
当
一
九
人
に
、
融
資

獲
得
実
績
や
見
込
み
先
の
入
力
と
デ
ー
タ

管
理
が
で
き
る
顧
客
開
拓
用
の
情
報
系
ハ

ン
デ
ィ
端
末
を
導
入
し
た
。
以
前
、
定
期

積
金
の
集
金
入
力
な
ど
で
勘
定
系
端
末
機

を
使
用
し
て
い
た
が
、
顧
客
開
拓
用
に
切

り
替
え
、
融
資
セ
ー
ル
ス
に
注
力
す
る
。

０
６
年
１０
月
に
審
査
部
を
増
員
し
、
課
長

が
次
長
に
昇
格
し
、
支
店
長
経
験
者
が
新

設
の
考
査
役
に
就
任
し
た
。
取
引
先
企
業

や
個
人
事
業
主
の
決
算
デ
ー
タ
を
基
に
し

た
内
部
格
付
に
よ
る
貸
出
金
利
体
系
の
整

備
も
進
め
て
い
る
。

創
立
六
〇
周
年
を
記
念
し
７
月
２
日
か

ら
期
間
限
定
で
「
消
費
者
ロ
ー
ン
特
別
金

利
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
始
め
た
。
会
員
を

対
象
に
マ
イ
カ
ー
、
リ
フ
ォ
ー
ム
、
教
育

な
ど
の
ロ
ー
ン
商
品
で
返
済
期
間
が
五
年

以
内
の
も
の
に
特
別
固
定
金
利
二
・
〇
〇
％

を
適
用
す
る
。
７
月
か
ら
五
〇
歳
以
下
の

経
営
者
の
会
会
員
向
け
に
も
特
別
融
資
を

始
め
た
。無
担
保
、
保
証
人
無
し
で
、
五
年

以
内
、五
〇
〇
万
円
以
内
で
年
二
・
五
〇
％

の
固
定
金
利
で
融
資
。
今
期
貸
出
金
は
三

〇
億
円
増
の
三
八
七
億
円
を
見
込
む
。
９

月
３
日
か
ら
１２
月
２８
日
ま
で
は「
記
念
定
期

預
金
」を
扱
う
。
会
員
は
金
利
二
・
〇
〇
％

で
一
口
三
〇
〇
万
円
未
満
。
今
期
の
預
金

は
一
九
億
円
増
の
八
四
八
億
円
を
見
込
む
。

ハ
ー
テ
ィ
ウ
ォ
ン
ツ

庚
午
の
２
階
建
店
舗
に
出
店

�株
ス
パ
ー
ク
（
中
区
光
南
一
丁
目
、
長

崎
清
忠
社
長
）は
、「
庚
午
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
」

（
仮
称
）
新
設
を
届
け
出
た
。

広
電
宮
島
線
東
高
須
駅
近
く
の
食
品
ス

ー
パ
ー
「
ス
パ
ー
ク
ニ
ュ
ー
庚
午
店
」（
西

区
庚
午
北
二
丁
目
一
九
）
の
駐
車
場
用
地

に
二
階
建
店
舗
を
建
設
。
一
階
に
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
の
�株
ハ
ー
テ
ィ
ウ
ォ
ン
ツ
（
福

岡
愼
二
会
長
）
が
テ
ナ
ン
ト
出
店
し
売
場

面
積
は
八
八
一
�
�
。
二
階
は
衣
料
品
店

で
同
七
四
六
�
�
の
計
一
六
二
七
�
�
。

北
側
の
駐
車
場
七
六
台
中
、
五
三
台
分
を

使
用
す
る
。
営
業
時
間
は
午
前
９
時
開
店

―
午
後
９
時
閉
店
。
法
上
の
開
店
予
定
日

は
来
年
２
月
１６
日
。

い
よ
い
よ
暑
く

て
過
ご
し
に
く
い

夏
が
き
ま
す
。

こ
の
時
期
に
注

意
し
な
い
と
い
け

な
い
も
の
に
「
熱
中
症
」
が
あ
り
ま
す
。

熱
中
症
は
例
年
梅
雨
が
明
け
、ま
だ
体
が
夏

に
対
応
で
き
て
い
な
い
７
月
か
ら
増
加
し

て
く
る
傾
向
に
あ
り
、注
意
が
必
要
で
す
。

「
熱
中
症
」
は
熱
射
病
、
熱
性
痙
攣
な

ど
の
総
称
で
、
高
温
、
多
湿
な
環
境
が
要

因
と
な
っ
て
発
生
し
ま
す
。
体
温
上
昇
、

発
汗
停
止
と
と
も
に
虚
脱
・
痙
攣
・
精
神

錯
乱
・
昏
睡
な
ど
が
起
こ
り
、
生
命
の
危

険
に
い
た
る
こ
と
も
あ
る
厳
し
い
病
気
で

す
。
日
差
し
が
強
く
、
多
湿
で
気
温
が
上

昇
す
る
夏
場
は
症
状
が
出
や
す
く
進
行
も

早
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
炎
天

下
ば
か
り
で
な
く
、
高
齢
者
が
室
内
で
熱

中
症
に
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
よ
く
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
軽
症
で
は
、
突
然
、
足

や
腹
筋
が
痙
攣
し
て
く
る
「
熱
性
痙
攣
」

の
症
状
が
表
れ
ま
す
。中
等
症
に
な
る
と
、

強
い
疲
労
感
、
虚
脱
感
、
頭
重
感
、
頭
痛
、

吐
き
気
、
お
う
吐
な
ど
の
症
状
の
熱
疲
労

の
状
態
を
認
め
る
よ
う
に
な
り
、
早
急
な

水
分
、
塩
分
の
補
給
が
必
要
と
さ
れ
ま
す

が
、
症
状
に
よ
っ
て
は
医
療
機
関
の
受
診

が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
重
症
に
な
る

と
意
識
障
害
や
体
温
の
急
上
昇
を
認
め
ま

す
の
で
医
療
機
関
で
の
適
切
な
処
置
が
必

要
で
す
。熱
中
症
は
軽
症
か
ら
重
症
ま
で
、

わ
ず
か
の
間
で
進
行
す
る
こ
と
も
あ
り
注

意
が
必
要
で
す
。
炎
天
下
で
の
作
業
や
激

し
い
運
動
を
す
る
と
き
な
ど
は
、
事
前
の

水
分
補
給
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
の
ど
が

渇
く
前
に
十
分
な
水
分
補
給
が
重
要
で
、

こ
ま
め
な
水
分
補
給
と
適
度
な
休
憩
が
必

要
に
な
り
、
水
分
補
給
を
我
慢
し
た
り
す

る
と
わ
ず
か
な
間
で
症
状
が
進
行
し
、
さ

ら
に
帰
宅
後
に
悪
化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
高
齢
者

や
乳
幼
児
は
気
付
か
な
い
う
ち
に
脱
水
状

態
に
な
り
や
す
い
の
で
配
慮
が
必
要
で
す
。

体
調
の
管
理
も
重
要
で
睡
眠
不
足
、風
邪
、

下
痢
、
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
な
ど
も
熱
中
症

の
引
き
金
に
な
り
や
す
く
、
ま
た
長
時
間

の
入
浴
も
水
分
不
足
の
要
因
と
な
り
注
意

が
必
要
で
す
。

最
後
に
重
要
な
こ
と
は
自
分
の
体
を
過

信
し
す
ぎ
な
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
く
ら
い

大
丈
夫
と
い
う
思
い
が
熱
中
症
を
引
き
起

こ
す
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

十
分
に
熱
中
症
対
策
を

行
い
、
暑
い
夏
を
乗
り

越
え
て
９
月
に
は
夏
ば

て
し
な
い
体
を
作
り
上

げ
て
く
だ
さ
い
。

暑
い
夏
に
は
熱
中
症
に
ご
用
心
！
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